
令和 6年度 (2024)

第 21回

山形南高等学校 (I■制三中・三高)

山形南高東京同憲会総会議案書

<活動報告>  <活動方針 (案)>
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令和 6年 6月 29日 (土 )

午後 2時 20分 (受付 2時 )

『アルカデイア市ヶ谷』
千代田区九段北4-2-25

TEL 03-3261-9921



校

「山形南高等学校校歌」

作詞 神保光太郎

作曲 信時  潔

1 ひんが しに 碧い蔵王嶺 晴れわたるみちのくの空

日本の未来よ このひ とすぢに 君 とわれ ここに学ぶ

われ ら われ ら 山形南高等学校

2 はるかな り 最上の流 五月雨をあつめて迅 く

真理の夜明けよ このひ とすぢに 君 とわれ ここに競ふ

われ ら われ ら 山形南高等学校

3 風渡る 村山の野よ 夢に見るうるは しふるさと

青春の誓ひよ このひ とすぢに 君 とわれ ここに究む

われ ら われ ら 山形南高等学校

「山形第二中学校建学歌」

作詞 西山 滝蔵

作曲 久木原定助

1 千歳の山の 学びの窓に 教を仰 ぐ 御民われ ら

長き御勅 心にきざみ 皇運永久に 扶翼まつらん

2 最上の川の 濁 らぬさまを 学びて励む 学徒われ ら

質実剛健 この身に体 し 負荷の大任 果 しまつ らん

3 太平洋の 逆巻 くあした 豊栄のぼる 三中われ ら

忠誠勇武 敢然起ちて 聖の業に 命捧げん

「山形第二高等学校校歌」

作詞 神保光太郎

作曲 信時  潔

1 仰ぎ見る 父なる山よ みちの奥 永遠の春を求めて

君 われに示 し 吾 きみに学びて ああ今 日も ここに思ふ

新 しき真理の 夜明け 三高三高 われ らが山形三高

2 邊かな り 母なる河よ 最上川 五月雨をあつめて清 く

君 われを洗ひ 吾 きみ と誓ひて ああ今 日も ここに思ふ

新 しき真理の 夜明け 三高三高 われ らが山形三高

3 かぎろへる ゆくて明るく 北の国 若き命の花燃えて

君 われ ときそひ 吾 きみ と結びて ああ今 日も ここに思ふ

新 しき真理の 夜明け 三高三高 われ らが山形三高
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「空はヨタヾルト」
空はコバル ト 大地は招 く 我等が指の 指す ところ

南高健児の 憧れの 緑色増す 千歳山

若き命は 輝きて 我等が胸は 湧きかえる

若 さに誇る 眉あげて 希望の明星 仰ぎつつ

風は試練の むちの音 と 鍛え鍛えし 我が腕

もえたつ命の 我が春に 丘の桜も 乱れ散る

丘の桜 も 乱れ散る

「お お 九 百 の」
黒雲やぶり 今荒れる 蔵王おろしを 頬に受けて

学舎かこむ 健児らの 誓いし言葉 ひとすじに
おお九百の熱情の 心ぞひとつ むかえ撃つ

群なす敵の その中に とび散る花は おお南高
松の緑に 路あかし 阿古耶の姫の 哀しみに

意気で燃えたつ 若人の 誓いし言葉 ひとすじに

おお九百の友情の あつき血潮は 迎え撃つ

乱れる敵の その中に そびえる旗は おお南高
はるかに光る 松原の 青き流れに 身を清め

千歳を仰ぐ 健児らの 誓いし言葉 ひとすじに
おお九百の青春の 鍛えし胸は 迎え撃つ

崩れる敵の その中に 輝く勝利の おお南高

「若き情熱」
若き情熱 鉄の意志 眸輝く 健児等が

今堂々と 歩々を行く 決戦の野に 風青し

胸にあふるる 熱血は 天に轟き 地に響く

我が意気正に 火と燃えて なれ必勝の 旗の風

「ふるえ我等が南高健児」
震え我等が南高健児 青空高らかに 希望をのせて

鍛えし腕を 示すは今ぞ いざ たて たて 今日の栄冠
力盗るる南高健児 蔵王の嶺を 日毎に仰ぎて

鍛えし腕を 示すは今ぞ いざ たて たて 今日の栄冠

我にあり

我にあり

イ



総   会

第一部 総会次第

1 東京同窓会長挨拶

2 議事

(1)令和 5年度活動報告 (議案第 I号 )

(2)令和 5年度収支決算報告並びに会計監査報告 (議案第 2号 )

(3)令 TE1 6年度活動方針 (案)(議案第 3号 )

(4)令和 6年度収支予算 (案)(議案第 4号 )
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<議 案第 1号 >

I 令和 5年度の活動報告 (案 )

4月 27日 (本)山形県人東京連合会第 1回理事会 タワーホール

4月 28日 (金)第 1回常任幹事会 20時 より (Zoom)
5月 12日 (金)山形県人東京連合会委員長会

5月 26日 (金)第 2回常任幹事会 20時 より (Zoom)
5月 29日 (月 )山形県人東京連合会第 2回理事会 タワーホール

6月  5日 (月 )ホテルニューオータニ下見

6月 20日 (火)第 3回常任幹事会 20時 より (Zoom)
7月  1日 (土)東京同窓会第 20回総会  アルカディア市ヶ谷

7月  5日 (水)山形県人東京連合会第 3回理事会 12:30
7月 21日 (金)第 4回常任幹事会 20時 より (Zoom)
8月 21日 (月 )ホテルニューオータニ (打ち合わせ )

8月 24日 (木)山形県人東京連合会第 4回理事会 13:30
8月 25日 (金)第 5回常任幹事会 20時 より  (Zoom)
9月  2日 (土)県人祭の準備作業 (ホ テル)13時
9月  3日 (日 )山形県人東京連合会総会県人まつ り 11:00
9月 29日 (金)第 6回常任幹事会 20時 より  (Zoom)

10月  5日 (本)県人まつ り反省会

10月 27日 (金)第 7回常任幹事会 20時 より  (Zoom)
11月 17日 (金)本部同窓会総会

11月 21日 (火)第 8回常任幹事会 20時 より  (Zoom)
11月 25日 (土)山南東京同窓会芋煮会 (初 )

12月 19日 (火)第 9回常任幹事会 20時 より  (Zoom)
1月 18日 (本)キ ックオフミーテイング

1月 26日 (金)第 10回常任幹事会 20時 より (Zoom)
2月 29日 (木)第 11回常任幹事会 20時 より (Zoom)
3月 22日 (金)第 12回常任幹事会 20時 より (Zoom)
3月 28日 (木)山形県人東京連合会第 6回理事会  13:30
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Ⅱ 会報誌の発行 第20号 発行日 令和6年 6月 29日 (上)

(1)掲載情報の充実
(2)在校

1生
の編集への参加を推進していくことにより、同1窓会が身近な存在で

あるとの意識を醸成する。

Ш ホームページ
ー
の充実

(1)情報の適時提供
(2)HPの周知

・

(3)メ ールアドレス登録を推進し、総会案内
‐
等に活用
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<議案第 2号 >

山形南高東京同窓会 令和5年度 決算書
( R541 ～ R6331 )

く収  入>

く支  出>

(単位 : 円 )

(単位 : 円 )

項  目
R5予 算額

(A)

R5決算額
(B)

比較増減
(B―A)

摘 要

総会会費 48000( △ 136.00(
7月 1日 開催
@8,000× 43名 、学生等招待3名 46名 参加

年会費 40000C 32900C △ 71.00〔
一般会員@2,000X164名
学生会員@1,000 X l名

寄附金 162003 112.00C 23名 の会員より寄附、総会来賓祝い金等

広告協賛 △ 10,00〔 〕社より協賛

イベント開催 130500 13050C
11月 25日 【山形の芋煮とお酒を味わう会】
1月 18日 【R6キックオフミーティンク】

雑収入 貯金利子

前期繰越金 1 120071 1.120,071

合 計 2090071 2,115.579 25.508

項  目
R5予算額

(A)

R5決算額
(B)

比較増減
(B― A)

摘 要

会場使用料 総会・懇親会は一会場で実施

懇親会経費 480000 378282 △ 101,71 飲食費、会場使用料等

会議費 10000 △ 10,000 すべてzoomに よるオンライン開催

総会案内経費 34400 41.500 359名 に案内状発送、案内状印刷等

議案書印刷経費 5,00( △ 会長作成

イベント開催 0 139,500 139500
H月 25日 【山形の芋煮とお酒を味わう会】
1月 18日 【R6キックオフミーティンク】

事務費 90,000 43.379 △ 46621 消耗品代、郵送運搬費、振込手数料等

東京同窓会会報 185000 170.390 △ 14610 1000吉

“

」モ子テ

ホームヘ
・―シ

・
制作費 10,099 3.099

ドメイン名、レンタルサーバー、LINE公 式ア
カウント利用料等

活動費 103642
本部同窓会広告協賛、本部総会祝金、山

形県人会連合会への参加費補助等

予備費 50000 △ 5000C

合 計 961400 890,382 △ 71018

墨レι  lし 二ヶl/f/7
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山形南高東京同窓会 特別積立金 令和5年度 決算書
(R541 ～ R6_3_31 )

<収  入>

<支

(単位: 円)

(単位 : 円 )

出 >

項  目
R5予算額

(A)

R5決算額
(B)

減
―囃

は
摘    要

前期繰越金 461,66( 461,66C

般会計からの返金

寄付金

合計 461,66C 461.661 0

項  目
R4予算額

(A)

R4決算額
〈B)

減
＞囃い

摘    要

母校責献策
母1校 貢献は、まとまつた金額になるまで見

送ることとしたい

一般会計への補填

合計
0

年度繰越 (収入合計―支出合計):
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会計監査報告書

令和 5年度山形南高等学校同窓会東京支部の決算について、

令和 5年度の会計帳簿、領収書、貯金通帳等の関係書類を精査

した結果、適正かつ正確に処理されていることを認めます。

令和 6年 6月 21日

山形南高等学校同窓会東京支部

会計監査 安孫子 謙 三

会計監査 黒 田 治 彦
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<議案第 3号 >
令和 6年度の活動計画

1 常任幹事会及び山形県人東京連合会理事会等

4月 19日 (金)第 1回常任幹事会 Zoom
4月 22日 (月 )山形県人東京連合会第 1回理事会
5月 10日 (金)第 2回常任幹事会 Zoom
5月 30日 (木)毛利昭顧間と小松栄二郎会長の対談 (会報)

5月 30日 (木)山形県人東京連合会第 2回理事会
5月 31日 (金)第 3回常任幹事会 Zoom
6月 18日 (火)第 4回常任幹事会 Zoom
6月 25日 (火)第 5回常任幹事会 Zoom
6月 29日 (土)第 21回総会 受付 14時 アルカディア市ヶ谷
7月 22日 (月 )山形県人東京連合会第 3回理事会
8月 27日 (火)山形県人東京連合会第 4回理事会
9月 23日 (月 )山形県人東京連合会県人まつリ ホテルニューオータニ

以下令和 5年度とほぼ同じ

2 11月 30日 (土)東京同窓会秋のイベント 芋煮会

3 キックオフミーティング 1月 に実施 Zoom

4 会報誌の発行

5 ホームページの充実

■
１
■



<議案第4号 >

山形南高東京同窓会 令和6年度 収支予算(案 )

(R641 ～ R73.31 )

<収  入>

く支  出>

(単位: 円)

(単位: 円)

項  目
R5決算額

rA)
R6予算額

(B)
比較増減

(B―A) 摘 要

総会会費 344,00C 480.肛 130,00C
6月 期開催予定
60名 の参加を目標とする

年会費 329,000 輌 ,∞ ( 71,000 200名 からの納入を目標とする

諄付金 162,00C 50,00C △ 112.00C
年会費の納入時、懇親会開催時に寄附金
募集

ム告協賛 30,000 40,00C 10.00C
会報誌21号発行に当たり、本部同窓会、会
員より広告募集

イベント開催 130.50〔 300,000 169.50( 快、新年各30名 の参加を目篠

雑収入 △ 〔 汁金利子

前期繰越金 1,120,071 1,225,197 105,126

合計 2.115,579 2,495,197 379,618

項  目
R5決算額

(A)

R6予算額
(B)

比較増減
(B―⇒

摘 要

会場使用料 総会会場使用料は懇親会費に併せて計上

懇親会経費 378,28` 480,囲 101,718
う月期開催予定
,0名 の参加を目標

会議費 10,00( 10,000
2●Omによるオンライン開催を想定するが、
対面での開催も想定

総会案内経費 41.50C 34,40( △ 7.10C
約360名 に総会の開催、年会費納入依頼の
案内を発送予定

議案書印刷経費 5,00( 1,41C 手作り発行予定

イベント開催 i39,500 300,00C 160,50〔 秋、新年各30名の参加を目標

事務費 43,37〔 90,0011 46,621 消耗品代、郵送運搬費、振込手数料等

東京同窓会会報 170,39〔 14.61〔
会報誌21号 1000部 発行予定
会費納入者、母校卒業生に送付

ホームヘ
゜
―シ樅 持費 10.099 7,00G Δ 3,09C =メイン名、レンタルサーバー利用料

活動費 103.642 100,O13C △ 3.642
本部同窓会広告協賛、本部総会祝金、山
形県人会連合会への参加費補助等

予備費 0 50,00〔 500011

合計 890,382 1,261,40〔 371018
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山形南高東京同窓会 特別積立金 令和6年度 収支予算(案 )

( R541 ～ R63=31 )

く収  入> (単位: 円)

<支   出> (単位: 円)

項  目
R4決算額

(A)
R5予算額

(B) 申ｍ
摘    要

前期繰越金 401,661 461,66C

一般会計からの返金

寄付金

合計 461,660

項  目
R4決算額

(A)

R5予算額
(B)

減
＞囃ぃ

摘    要

母校貢献策 母校貢献は、まとまつた金額になるまで見
送ることとしたい。

一般会計への補填

合計 0

次年度繰越 (収入合計―支出合計): 461:660 円
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第二部 懇親会

懇親会次第

第一部

1 開会の挨拶
2 物故者に黙祷
3 校歌斉唱
4 東京同窓会会長挨拶              小松栄二郎
5 山形県立山形南高等学校同窓会会長挨拶     吉田 福平様
6 山形県立山形南高等学校長挨拶         大沼  晋様
7 ご来賓挨拶

山形県東京事務所副所長           今田 禎幸様
山形県人東京連合会会長           石澤 良弘様

第二部

1 乾杯
2 ご来賓挨拶

スポーツOB会会長             村岡 義啓様
文化部 OB会会長              豊田 栄一様

3 東京同窓会役員・常任幹事紹介
4 東京同窓会顧問紹介
5 懇談、交流タイム・各学年出席者紹介
6 南高応援歌  「空はコバル ト」
7 閉会の挨拶 (三本手締め)

*状況によって変更する場合がありますのでご了承 ください。

４■
１
■



令和 6年度 山形南高東京同憲会総会懇親金

ご来費

山形南高同窓会会長

山形県立山形南高等学校長

山形県東京事務所副所長

山形県人東京連合会会長

山形南高同窓会スポーツ OB会会長

山形南高同窓会文化部 OB会会長

吉田 福平様

大沼  晋様

今日 禎幸様

石澤 良弘様

村岡 義啓様

豊田 栄一様
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山形南高東京同憲会規約

第  1条 本会は県立山形南高等学校同窓会 「東京支部」 とし、「山形南高

東京同窓会」 と称する。

第 2条 本会は 「「関東地区」に在住する山形県立山形第二中学校、山形県

立山形第二高等学校及び山形県立山形南高等学校卒業生並びに校

友を以て組織 し、事務局を山形県東京事務所 (千代田区平賀町二

丁 目6-3都 道府県会館)内に置 く。

第  3条 本会は会員相互の親睦を図ると共に、母校の発展に寄与すること

を目的とする。

第 4条 本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行 う。

1_母校の事業後援

2.会員名簿の発行

3.会員相互の連絡。親睦に関すること

4.母校同窓会 との連絡に関すること

5.そ の他本会の 目的に関する事業

第 5条 本会に次の役員を置 く。

1.会  長     I名
2.副 会 長       若千名

3.常任幹事       若千名

4.幹事 (各卒業年次毎)若 干名

5。 会計監査       2名
6.顧  問        若千名

第 6条 会長、副会長、会計監査及び顧間は総会の承認を得て選任 し、そ

の他の役員は、会長が委嘱する。

2 新たに会長、副会長、会計監査及び顧間を選任する場合は、常任

幹事会における意見を聴いて、現会長が候補者を総会に提案する

ものとする。

第  7条 会長は本会を代表 し会務を主宰する。副会長は会長を補佐 し、会

長が事故ある時は職務を代行する。常任幹事、幹事及び会計担当

者は会長の命を受けその会務を処理する。会計監査は会計を監査

する。顧間は重要事項に関 し会長の諮問に応ずるっ

第 8条 役員の任期は 2ケ年 とする。但 し、再選を妨げない。

第 9条 総会は年 1回、臨時総会は随時会長がこれを開催する。

第 10条 本会の経費は会費 (一人年 2,○○○円)及び寄付金等をもつてこ

れに当てる。

第 11条 本会の会計年度は毎年 4月 1日 に始ま り翌年の 3月 31日 に終わ

る。

第 12条 本会会則は総会の決議によりこれを変更することができる。
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付 則

本規約は平成 14年 12月 3日 より施行

規約改正  平成 20年 10月 28日    施行 日 10月 29日

規約改正 平成 20年 10月  9日    施行 日 10月 10日

規約改正 平成 25年 10月 26日    施行 日 10月 26日

県立山形南高東京支部会員表彰規程

第 1条 県立山形南高同窓会東京支部 (以下 「東京同窓会」とい う)会員の表彰

については、この規程のさだめるところによる。

第 2条 表彰は、東京同窓会会長が東京同窓会総会 (以下 「総会」 という)で行 う。

第 3条 表彰の対象は、東京同窓会会員の うち次の者 とし、東京同窓会常任幹事

会 (以下 「常任幹事会」とい う)において審査 し決定する。

(1)顕著な業績により社会に貢献 した者

(2)東京同窓会に多大な貢献をした者

(3)東京同窓会に対 し物品等の寄贈や寄付を行つた者

(4)そ の他表彰にふ さわ しいと認められた者

第 4条 被表彰者には、表彰状又は感謝状並びに記念品を贈呈する。

第 5条 この規程に定めない事項並びに規程の改廃については、常任幹事会で協議

の うえ決定 し、総会に報告する。

附 則 この規程は、平成 21年 10月 4日 から施行する。

県立山形南高同憲会東京支部寄付金取扱規程

第 1条 県立山形南高同窓会東京支部 (以下 「東京同窓会」とい う)に体する寄

付金の取扱いについては、この規程の定めるところによる。

第 2条 東京同窓会は。東京同窓会規約第 10条に基づき、母校への事業後援等

を目的とする特別基金を一層強化するため、寄附金募集の活動を行 う。

第 3条 東京同窓会が受け入れた寄付金は、寄付者の意向に沿つて、前条の特別

基金に繰 り入れる。

第 4条 東京同窓会は、寄付金を受け入れたときは、東京同窓会総会 (以 下 「総会」

とい う)議案書等で氏名を公表する。

第 5条  この規定に定めのない事項並びに既定の改廃については、東京同窓会常

任幹事会で協議の上決定 し、総会に報告する。

附 則               ‐

この規程は、平成 21年 10月 4日 から施行する。
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黒立山形南高東京同憲会会計規程

本会の会計健全化 と会計規律確保のため、会計規程を制定 します。

第 1章 総則

(趣 旨・目的 )

第 1条  この規程は、県立山形南高東京同窓会 (以下 「東京同窓会」とい う)

の規約に基づき、運営に伴 う資金の出納、その他経費の取 り扱い等に関
して必要な事項を定め、もつて本会の円滑な運営に資することを目的 と
する。

(会計処理の原則 )

第 2条 会計処理は、常任幹事会の責務のもとに、法令に別の定めがあるもの
を除くほか、この規程の定めるところにより、公正確実かつ効率的に遂行
し、真実かつ明瞭に財政状況および運営の実績を表示 しなければならない。

(会計年度 )

第 3条 会計年度は、毎年 4月 1日 に始まり、翌年の 3月 31日 終わる。
(会計担当の委嘱 )

第 4条 会計担当として、県東京事務所に勤務する東京同窓会会員に委嘱する。
欠員が生 じたときには、常任幹事会で会計担当者を決定する。

第 2章 経費の管理及び取扱い等

(帳簿等 )

第 5条 東京同窓会には、次の帳簿等を備え付けなければならない。
l 現金出納簿
2 科 目別収支簿

3 証憑書類綴

4 決算書、財産 目録及び会計監査報告書
5 物品関係明細書

6 前項の簿冊保存年限は、第 1か ら第 4号までは 3年、第 5号は 1年 と

する。

(現金の取扱い)

第 6条 東京同窓会の現金は、必、要最小限度の額を除き、確実な金融機関に預金
して、これを保管 しなければならない。

(収支権限)

第 7条 東京同窓会の収支権限は、次の区分による。
l 常任幹事会の決定を要するもの

ア 1件     円以上の支出をする場合
イ 1件     円以上の負債を負 う場合
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ウ 1件     円以上の科 目流用及び予備費の充当をする場合

2 全号以外の一切の収支事項は、会長による決定

3 前項の規定にかかわらず、緊急やむを得ないとき、または定例軽易

な事項は、会長が先決することができる。ただし、前項第 1号について

は、常任幹事会の決定を歴なければならない。

4 前項の取扱いをなす場合は、遅滞なく、それぞれ権限のあるものの承

認を受けなければならない。

第 3章 収入

(会費及び寄附金等の収入 )

第 8条 東京同窓会の経費は、会費及び寄付金等の収入をもつて、これにあてる。

会費の額は、規約第 10条の定めるところによる。

(収入の管理 )

第 9条 関係担当者は、会費寄付その他の収入を受けたときは、その内容を審査

の うえ領収書を交付 し、かつ、その控え (収入伝票)を整理保管 しなけれ

ばならない。

第 4章 支出

(支出の手続き)

第 10条 経費を支出しようとするときは、会計担当者は、規約規定と照合 し、

またその使途を審査 して、支出すべき予算科 目を決定の うえ領収書を徴 し

て支出する。

2 会計担当者は、その使途を審査 して、必要 と認める場合は仮払いできる。

なお、仮払いの場合は、速やかに清算 しなければならない。

第 5章 予算

(編成及び決定 )

第 11条  東京同窓会の収入及び支出は、すべて予算に編成する。

2 予算は、常任幹事会において一般会計と特別会計に区分 して作成 し、

これを総会に提出して、その議決を経なければならない。

(科 目)

第 12条 予算は、科 目に分けて編成 し、総会の審議の参考のため、説明 しな

ければならない。

2 予算の科 目変更は、常任幹事会の承認を経なければならない。

第 6章 決算

(常任幹事会への報告 )

第 13条 会計担当者は、毎年収支状況をとりまとめ、その結果を総会前の常任

幹事会に報告 しなければならない。
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(総会の承認 )

第 14条 会計担当者は、毎会計年度終了後に決算を調整 し、会計監査の審査を

受け、総会に報告 し、承認を受けなければならない。

第 7章 監査

(任務 )

第 15条 監査は、次に掲げる事項についてこれを行 う。

1 収入、支出、現金及び預金の出納保管に関する状況

2 支出と領収書の照合

3 財産の出納保管に関する状況

4 備品、消耗品の保管、並びに受け払いに関する状況

5 その他会計の事務処理に関する状況

(実施時期 )

第 16条 定期監査は、毎年あらかじめ期 日を指定 してこれを行い、臨時

監査は、常任幹事会によつて必要 と認められたときにこれを行 う。

(総会及び常任幹事会への報告 )

第 17条 会計監査は、監査の結果及び改善を要すると認められる事項は、

総会及び常任幹事会に報告 しなければならない。

第 8章 補足

(規程の改廃 )

第 18条 この規程は、常任幹事会の議決により改廃する。改廃の結果につ

いては、総会に報告する。

附則

この規程は、平成 22年 10月 9日 から施行する。
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13!斎藤常男

秦藤鴬男

斎藤常男

帝藤常勇

擁 辱昭
土置裕司
吉野構三

浅麓優警

擁 畢鋼
上麗裕司
菫野は三
浅壼罐警
颯曽光夫

鶴 響昭
江圏光夫

盤鶴燿難
熟譲芳男

会要雄亮
丹野益男
塞答 享

斎藤 津
佐情良・―

斯波克昭

伊藤
=弘催竹良―

斯波鬼瑠

伊藤正弘
斯波克昭
加藤康士

伊藤正弘
加藤康士
佐藤箇也

渡邊 惨

1曇暑暑言
渡轟 修
畜溺正幸
斎藤健こ

畜露正幸

1奮
磁光静

曲彫欝嵩東京問窓会歴代役員

江コ光夫・山興 勲
鈴木 隆 `栗原 将
安孫子雅鐘 ,高榊機…

小漂征囲朗 ,鈴木 逢
安孫子雅教・豊曇耀羽
高嬌壁一・渡辺弘構

遷暑贔飩富天
警鈴木 隆 。溝野菫躍

有海 豊 ,ノjヽ松栄二郎
滝量成一 。鈴木淳一

安孫子雅敏 `西宮 忍
渡辺弘樹・島塞鍵穫
重 醸 鋒

坂仁作・;

!有海 豊・ iヽ松栄二郎

1壽轟
戒冒:薯量辱嚢

1鈴木淳― ,村聞 童
1相 馬和弘 ,杉本俊夫
安孫子雅敏・憂宮 忍

加藤芳男高
格 亨

石垣丘志

高精英也

会露雄亮
丹野益男
森谷 享
上屋檸司

1鷺師

告
躊

湧
カ

芳
芋

藤厳
橋

会聾雄亮
月・野益男
森谷 享
主塁裕憂

土屋裕 司
浅貴優喜
(常任顧聞)

奮慶光搾

石山清和
佐竹良一

武蜃広幸

杉本俊夫 こ安孫子雅数
彊富 悪 う渡選弘髪 :鷺誦

1重曇曇誓抒層吾霊_ 会蜃雄亮
谷  享

懸谷 宰
繭藤鸞男

碑 書 畷
姜正 顔 綸 雨」

吉野識二 。濃産機蓄
大貫繊輔 。江目光爽
鈴木 隆 “高橘 節

墓饗埜室 1曇雲量董藉運藪魂 1翼葬曇貫
管 等 臨 ・工 腫 管 司

吉野罐三 。浅鐵優甕
大貫祐輔 。江量光夫  l豊霧恒雄
鈴木 隆 ・粟康 将  :押野哲男
熊沢 愛 。安孫子灌敏

大場利実
会震雄亮
丹野益男

江目光夫・山調 勲
鈴木 隆 ′乗原 将
熊演 貢 ,安孫子雅敏
高橋健一

会露雄亮
丹野益男
渡辺幸雄
森谷 享

土塁裕司
宙野灌三

豊國恒雄 1丹野益男
押野哲異 1渡辺幸雄

旭藤芳勇嘉

22

飯野典朗



23 欝藤鷲鶉

早壌仁作
山鶴 勲
ノ
1ヽ朦征熙
鯛 Jヽ松栄
二郎

平澤…源・稲縣 監
毛利 職 。強藤守鷹
滝麒成―・錦本淳…

村陶 螢・幡馬鶴私
杉本俊夫 ,安孫挙職轍
菌宮 忍 ,鍛朦 鷲 ,無

璽構轟

石垣量志
務橋賞也

会圏雛売
森谷 率
止麗鶴闘
浅甕機藩
(鸞儀態間)

石曲鸞稲
鐘竹良―

武爾広幸
飯野奥麟
鈴木孝幸
漆典敬人
轟銅鱗私

24 驚鰺常磐
曜
三栄

利
総

毛
小
郎

平澤一宏・有海 豊
佐藤守彦 `燿磯成一

齢本濠― 。村鶴 豊
杉本俊麦 。安孫子羅歓
笠原 鍾 '山爾鸞覇

久違薩幹麟
燿罐隆夫

会鋼雄魏
轟谷 警
圭露鶴司
沸鸞曖羅
(常饉繭閣)

鸞藤正明

佐竹良―

武調広華
鱗野奥聾
鈴木孝幸
憧藤良種
漆山敬人
麟霊椰覇寺目1

25 斎藤常男
躍
三栄

利
総

毛
小
郎

半澤―蒸・百鵞 蟹
佐藤守彦・滝爾成―

鈴木淳― 。村岡 量
峯鶏 諄 “杉本俊夫
安孫子雅轍・笠原 健
山懸篠編

久連曲幹彦
加壌隆夫

会轟雄亮
森谷 撃
(常任畿問)

露藤正明
飯野奥期
鈴木孝幸
佐藤良和
漆山敬人
月ヽ間務難

毛利 躍
小松栄三

郎

平澤一宏 ″有海 量
佐藤守彦 ′灌画成―

鉾本津― ,村躍 量
奪圏 淳 わ安孫子雅鐘
筆履 催 山翻燿鑢

久連山幹彦
麹疇隆夫

会熙雄轟
轟谷 享
繭籐常勇
(繁任鰻問)

欝藤正鴫
高構 裕
漆曲敬人
小闘警幹

毛利 曜
電ヽ訟禁三

轟

平澤―云 '有濯 量
生籐守彦 。鈴木簿―
土霧種男 。村難 警
安孫子機三 ヨ鐵甕 澤
安孫子稚敏 。笠漂 縫
山日機綴

久邊羹幹彦
騰錢隆夫

会轟麟整
轟谷 事
欝籐鶯欝
(曽抵贖闇)

轟績 勢
小聞警幹
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毛剰 耀
小松栄三
郎

饉藤マ露・電睡競―

鈴木淳―・豊猥和男
村岡 量・安孫子議重
峯露 淳 ,安孫子雅鑢
高橋英構 ,笠原 健
山田機 轟

久連山幹議
加場隆夫

寧
男驚

谷
議

森
講

石曲溝和
高播 裕

毛摯:曜 小松栄二

部

燿藤守彦・饉闘成一

黒霧治彦・鈴木淳―
土溺和男・村岡 量
峯麗 淳 。安孫子雅鐵
高橋英構 ,伊繭磯轟
山轟鬱議

競鏑隆夫
安孫子譲三

森谷 亨
欝藤驚異

石曲溝和
武贅広華

桑
υ てヽな栄三認

豊難和勇
伊藤秘弘

黒配溝彦 口甕不浄―

村露 豊 ・鐵鰯 淳
費孫子護鐵 ヨ擁構遂暮
轟震鐘繭 義 絲ヽ―塁

菊壌菫治 。資本 宏
席凛奮A・小山機幾

鐘霧 守彦
費孫子譲三

森谷 李
議藤常男
毛利 臨

武置広華

卸
纂
¨

松栄二
上躍和男
4受藤和弘

轟爾 演彦 ・路不 津―

村岡 豊 ,燿薗 ～淳
安孫子雅敏・高橋 雄憲
曲鑓 健嗣 ,メ:ヽ椰 一三
菊地 真治 。驚本 宏
産司菫入 ・ノjヽ 山 伸治
大場 滲一、紫聾 哲史、
笠療 機二 金ヽ井 正行

黒鍵 治彦
安孫子議三

嚢谷 事
欝藤常男
毛利 瑠

伊藤I_r太

貴β
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